
日本記号学会第 45 回大会個人研究発表・要旨 

2025 年 7 月 5 日・6 日 

情報科学芸術大学院大学 [IAMAS] 

記号論的観点からのエージェントについての考察 

：パースの進化的宇宙論における目的と指標性との関連で 

佐古 仁志（東京交通短期大学） 

発表要旨： 

本発表の目的は、記号論の観点、特に、パースの進化的宇宙論における目的概念と指標

性とに注目することで、エージェントについて考察することにある。 

 田中ら（2024:47-53）が指摘するように、近代以降、生物学ではラマルクへの批判に代

表されるように目的論が排除されてきた。しかし、サイバネティクスや自己組織化理論の

ような目的指向性を中心に据える科学研究の進展とともに、生物学に限定されることなく

広く科学研究において目的概念は使用される、あるいは、場合よっては必須のものと考え

られている。特に、進化の総合説を拡張した進化生物学の関連分野においては、目的概念

がエージェント（行為主体）の行動の選択にとって重要な役割を果たすと論じられ始めて

いる（田中ら 2024, Tomasello 2022）。 

 他方で、パースはその進化的宇宙論でダーウィニズムを称賛しつつも、ラマルキズムに

ついても好意的にとらえ、それらを総合する形で、目的指向的な進化的宇宙論をいち早く

19 世紀後半に提唱している（佐古 2013）。 

 そこで本発表では、まず、進化生物学における目的とエージェントの関係について、

Tomasello(2022)の議論を中心に検討する。それからパースの進化的宇宙論における指標性

（indexicality）の役割について考察する。これは、Gava(2014)が指摘するように、パース

の 1880 年代における形式論理学への考察が、パースの指標概念に大きな変化をもたらす

とともに、その進化的宇宙論に影響を及ぼしたと考えらえるからである。そのうえで、パ

ースの記号論の観点から、指標性が現在性（いまここ性）と努力という形で知覚とかかわ

り、それが自己意識を生じる手掛かりとなる論じている Stango(2015)の議論を参照する。

そうすることで、広く使用可能な記号論的なエージェント概念の提示を試みる。 
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